























方法として、平成 23 年 3 月に福井大学大学院教職開発専攻（教職大学院）を終了した佐々木















Department of Professional Development of Teachers /Graduate School f Education / University of Fukui     197
  
に振り返るほか、理論研究も行う貴重な 1 日である。残りの 1 日は、授業づくりに向けての教材
研究や他の授業参観、学部授業のティーチングアシスタントをするなど、各自で研究を深める。


































まず、この６つの場面に注目して 1 年間のインターンの歩みを概観する。 
図１ 福井大学教職大学院ストレートマスター院生の 1 年 
???????????????????（?????）
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た M2 や教員が共感的に聴いてくれ、徐々にインターンに慣れていった。 
 







図２ 1 年目の学びの全体像（佐々木院生による）長期実践報告 p.29 
場面６ 
??????　　Vol. 5
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3.5 振り返って価値を見出す [場面３：８月～９月] 
夏季集中講座は、実践記録を読む Cycle1、理論書を読む Cycle2、自分の実践を振り返って実践





































3.6 実践と省察を繰り返す授業づくりの挑戦 [場面４：９月～１０月] 
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予定では、70分授業 3回と Reタイム 1回の計画だったが、
メンターの金鑄先生と相談し、もう 1 回ずつ授業時間を増や
































図 3「私が考えていた系統性」  
（インターン報告書 p.76）
??????　　Vol. 5
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音 源 は 振
動 し て い































































図 4 授業の流れと生徒の思考の流れ （佐々木院生による） 
図 5 ダイナミックな単元の展開 
（インターン報告書 p.107） 
???????????????????（?????）
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図６ 教職大学院での学びの構造 （インターン報告書 p.143） 
??????　　Vol. 5











































としたかは述べられていない。それに対して、1 年目 3 月の省察は、生徒がざわついているのに
???????????????????（?????）
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境として理想的であった 17）。  
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米国学術研究推進会議編著(2002), 『授業を変える』(How People Learn）, 北大路書房 







の事例分析」『福井大学教育地域科学部紀要(教育科学)』第 1 号, pp.197-209 
小林辰至(2002)「今日の科学技術教育でもっと力を入れるべきものは何か-教師教育の立場から」
『日本科学教育学会年会論文集』26, pp.147-148 












214     Studies n andon Teacher Education V l. 5 2012.6




































































12ショーマンが提唱する PCK（Pedagogical Content Knowledge授業を想定した知識）は、教科内
容の知識と教授学的知識に加え、それぞれを往還し関連させた教師固有の知識とされている
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